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令和２年度予算案、関連する諸議案の提案にあたり、市政運営

の基本方針と概要を申し上げます。 

 

新型コロナウイルス感染症に対して、横浜港に停泊しているク

ルーズ船への対応に、国・県と連携して、全力で取り組んでいま

す。今後とも、市民の皆様のご不安に寄り添いながら、安全・安

心の確保を第一に、我が国のクルーズポートを代表する都市とし

て、万全を期して対応してまいります。 

また、クルーズ、観光、生産活動など、市内経済への影響を最

小限にとどめられるよう、しっかりとお支えしてまいります。 

 

横浜の将来に向けた取組の成果と実績 

令和２年度は、市会、市民の皆様とともに、政策実現のために

一歩一歩積み重ねてきたことが、大きく実を結びます。 

 

これまでの戦略的な企業誘致により、みなとみらい２１地区を

中心に、都心臨海部へのグローバル企業の本社や、研究・開発機

能の集積が進みました。今や、横浜は首都圏の代表的なビジネス

拠点へと成長しました。昨年は、いすゞ自動車の本社移転が決ま

り、今春は、パシフィコ横浜ノースやホテル、エンターテイメン
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ト施設が相次いで開業するなど、活気と賑わいにつながる新たな

まちづくりが展開しています。 

 

世界的なクルーズ市場の拡大を横浜港の活力につなげました。

寄港数の増加や客船の大型化に対応するため、十分な水深を持つ

天然の良港の強みを生かした施設整備を行ってきました。積極的

な誘致活動もあり、クルーズ客船の発着回数は全国１位となりま

した。 

 

数々の国際会議や世界クラスのスポーツ大会の成功、長年にわ

たる国際交流・国際貢献の取組、ＳＤＧｓ未来都市への選定など

により、国際社会から高い信頼が寄せられています。昨年のラグ

ビーワールドカップ２０１９™も成功裏に終わり、今年は、東京２

０２０オリンピック・パラリンピックの野球・ソフトボール、サッ

カー競技が開催されます。横浜の魅力を世界に発信する機会が再

び訪れます。 

 

人づくりや暮らしを支える取組も、他都市に先駆け進めてきま

した。福祉、教育、子育てなどの分野では、多様化・複雑化する

社会課題に、迅速、かつきめ細かく対応するため、全庁を挙げて
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取組を進めています。保育所待機児童対策、女性活躍の推進、教

育環境の充実、地域包括ケアシステムの構築などの実績を積み重

ねてきました。 

 

令和の時代を迎え、私たちは、人口減少・超高齢化の進展や、

不安定な国際情勢、地球規模の環境問題など、困難な状況や課題

に直面しています。横浜がこれまで培ってきた信頼や実績を、さ

らなる成長と新たな活力へ、そして、市民生活の安全と安心につ

なげていくことが、求められています。 

 

横浜をけん引する新たな活力と創造 

「イノベーション都市・横浜」では、技術革新が急速に進む中、

分野を超えた交流や連携により、新たな価値が創造されています。

横浜には、２６の大学と１５０を超える研究機関など、優れた技

術を持つ企業・人材が数多く存在し、国内外のネットワークが広

がっています。こうした企業・人材のプラットフォームである

「Ｉ・ＴＯＰ横浜」、「ＬＩＰ．横浜」や「ＹＯＸＯ ＢＯＸ」か

ら、新たなビジネス・プロジェクトを創出していきます。市内経

済を支えている中小企業・商店街の活性化のため、小規模事業者

への融資メニュー等を創設し、キャッシュレス決済の導入を支援
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します。 

 

我が国の経済成長をけん引している、インバウンドを中心とし

た観光は、今後も拡大が期待されます。横浜は、東京、京都、大

阪などのいわゆるゴールデンルートの都市と比べて、大きく立ち

遅れています。横浜らしい観光活性化を、ぜひ推進すべきです。

エンターテイメント施設・ＭＩＣＥ施設の集積が進む中、横浜だ

からこそ楽しめるコンテンツづくりなどにより、観光誘客の増大

につなげていきます。 

都心臨海部を楽しんで回遊するため、多彩な交通を充実させま

す。６月に連節バス「ベイサイドブルー」の運行を開始し、桜木

町駅前と新港ふ頭を結ぶロープウェイも整備されます。また、市

内全域で花と緑が溢れる「ガーデンネックレス横浜２０２０」を

開催します。横浜ならではのユニークベニューの開発を進め、創

造的イルミネーションなどにより、ナイトタイムエコノミーの活

性化にも取り組みます。 

 

そして、国内外からの観光客を増やし、新たな賑わいをつくり、

横浜経済の振興に貢献するＩＲ（統合型リゾート）の本格的な検

討・準備も進めています。引き続き、皆様に丁寧な説明を重ねな
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がら、実施方針の策定、事業者の公募・選定などを行ってまいり

ます。 

 

２０２７年の国際園芸博覧会開催を目指し、開催組織の設立準

備を進めます。あわせて、博覧会会場となる上瀬谷では、構造改

革特区を活用したまちづくりや、瀬谷駅からの新たな交通の導入

に向けて、計画策定を加速させます。 

２０２２年度下期に開業予定の相鉄・東急直通線のほか、高速

鉄道３号線の延伸、横浜環状南線など、交通ネットワークの整備

を進めます。そして、地域交通を確保し、市民生活の利便性向上

や、郊外部の活性化につなげていきます。 

 

世界レベルの文化芸術創造都市としての成長は、都市間競争に

おいて、横浜が選ばれる都市になるための重要な戦略です。我が

国の文化芸術関連の国民１人あたりの予算額が、欧州諸国や韓国

などと比べて低い中、積極的に国へ政策を提案し、横浜市として

も先導的に取組を進めています。 

芸術フェスティバルは、スタートして８年を経て、市民の皆様

にも定着しています。今年は「ヨコハマトリエンナーレ２０２０」

を開催します。 
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また、子どもたちの豊かな感性や創造性を育むため、オーケス

トラ・ミュージカル・バレエ鑑賞などを充実させます。特に、昨

年から始めたバレエ鑑賞では、多くの子どもたちや教員の方々か

ら、喜びや感動のメッセージをいただきました。 

文化芸術創造都市の推進にあたり、中核となる新たな劇場計画

については、基本計画の検討、管理運営に関する調査、国内外の

劇場とのネットワークづくりなどに取り組みます。 

 

暮らしの安全と安心を支える 

市民生活の安全と安心を支える施策にも、きめ細かく、着実に

対応していきます。 

 

昨年は、台風第１５号により横浜市でも甚大な被害がありまし

た。一刻も早い復旧を目指し、被災した金沢水際線護岸の再整備

などを進めています。 

一方、台風第１９号では、鶴見川多目的遊水地が浸水被害の抑

制に貢献しました。遊水地内にある横浜国際総合競技場では、夜

を徹して対応いただいた関係者の皆様のご尽力もあり、翌日のラ

グビーワールドカップの試合を開催することができました。国内

外から賛辞が寄せられ、まさにハードとソフトの施策の充実が、
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功を奏しました。 

年々多発する自然災害から市民の皆様をしっかりとお守りす

るため、下水道の雨水幹線等の整備や帷子川等の河川改修による

浸水対策、防災スピーカーの増設などに取り組みます。また、各

家庭でのハザードマップの利用や避難行動の促進、消防団活動の

充実・強化により、自助、共助の取組を推進します。 

  

子どもたちを取り巻く環境整備の重要性は一層高まっており、

子育て・教育に、一般会計予算の３割を超える額を計上しました。

保育所等の受入枠の拡大をはじめ、保育・教育の人材確保、質の

向上などに引き続き取り組みます。妊娠期からの切れ目ない支援

のため、母子保健コーディネーターを全区に配置し、児童虐待対

策を強化するほか、子どもの貧困対策などにも取り組みます。 

また、学校体育館への空調設備の設置、通学路の安全確保をは

じめ、スクールソーシャルワーカーの増員、教科分担制の拡充、

中学校昼食のさらなる充実を進め、教職員の働き方改革も推進し

ていきます。 

 

高まる介護ニーズに対応するため、地域密着型の特別養護老人

ホームの整備を拡充し、介護人材の確保・定着を支援します。ま
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た、もの忘れ検診や認知症疾患医療センターの増設など、認知症

への対応を推進します。医療需要の高まりに応え、救急医療体制

を強化するため、新たにドクターカーの運用を開始します。 

 

横浜の農業は、私たちの健康で豊かな食生活を支えています。

今後も、横浜農業の活性化に向けて、担い手の支援や、農畜産物

の生産振興、地産地消などに取り組んでいきます。 

 

公共施設の老朽化対策を、計画的に推進します。学校施設では、

多目的化や複合化等の実情に応じた再編整備や、保全・更新を行

います。また、ごみ焼却工場では、休止中の保土ケ谷工場の再整

備、市営住宅では、瀬戸橋住宅などの建替えを進めます。 

 

外国人の方々が１０万人を超え、今後一層の増加が見込まれて

います。国際都市横浜として、誰もが暮らしやすい環境づくりを

推進しています。区役所の窓口などでは、さらなる情報提供や相

談対応ができるよう、翻訳・通信機器などを充実させます。国際

交流ラウンジを緑区に新設し、２か所目となる日本語支援拠点を

鶴見区に設置します。 
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大都市制度 

私は４月から、指定都市市長会会長として、四期目の重責を担

うことになります。これまでも、指定都市市長会は、国に対して

積極的な政策提案を行い、救助実施市の指定、外国人材の受入拡

大、幼児教育・保育の無償化など、制度改正に反映される成果を

生み出してきました。今後も、市長同士の連携をさらに強め、大

都市の力がより一層発揮できる提案などに取り組んでいきます。 

 

また、周辺自治体７市と、国内外からの誘客に向けた観光の活

性化などを進めています。首都圏における基礎自治体間の連携は、

国からも新しいモデルとして注目されており、今後も分野を拡大

していきます。 

 

各区役所では、現場主義を徹底し、地域の皆様の声を受け止め、

課題解決に取り組んでいます。窓口サービス満足度調査では、９

９％の方から「満足」「やや満足」の評価をいただき、このうち「満

足」が８７．９％と、これまでの調査で最も高くなりました。最

前線で市民の皆様と接する職員が、日々おもてなしの意識をもっ

て取り組んだ結果であり、大変誇らしく思っています。あわせて、

区の機能強化についても、引き続き、取り組んでいきます。 
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そして、新たな大都市制度である「特別自治市」の実現に向け

て、あらゆる機会を通じて、国等へ提案・要望するなど、法改正

を働きかけてまいります。 

 

行財政運営 

このたび提案する２年度各会計予算案は、 

一般会計    １兆７，４００億円 

特別会計    １兆２，６９７億円 

公営企業会計    ５，９６３億円 

全会計総計では、３兆６，０６０億円 です。 

一般会計は、前年度と比べ１．２％の減となり、全会計の総計

では、２．７％の減となりました。 

歳入の中心を占める市税収入は、８，４６１億円と見込みまし

た。このうち２０億円を年度途中の補正予算の財源として留保し、

８，４４１億円を計上しています。 

歳出では、人件費３，７１３億円、扶助費５，２０６億円、行

政運営費２，７００億円、施設等整備費２，０１６億円、公債費

１，８９２億円、繰出金１，８７４億円を計上しました。 

一般会計の市債については、１，２６７億円を活用します。横
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浜方式のプライマリーバランスは、２７９億円の黒字とし、中期

４か年の計画期間通期での均衡を確保します。 

事業見直しにより、１，０４５件の事業で、１１１億円の効果

額を生み出しました。 

６月末には、新市庁舎がオープンします。市民の皆様へのサー

ビスの向上や効率的な業務執行を進め、働き方改革にも一層取り

組んでいきます。 

 

むすび 

昨年のラグビーワールドカップでは、国籍や出身に関わらず、

日本代表として活躍する選手たちが、ワンチームとなり団結する

姿に、勇気と感動を覚えました。ボランティアや市民の皆様の心

温まるおもてなしに、横浜を訪れたお客様から、多くの感謝の声

をいただきました。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックの開催まで、あと

１６２日です。ラグビーワールドカップの経験と、横浜が育んで

きた「人と人とのつながり」を生かして、最高のおもてなしで各

国の皆様をお迎えします。子どもたちには、トップアスリートの

勇姿や、大会を支えるボランティアや関係者の皆様の献身的な姿

に身近に触れ、その感動と記憶を心に深く刻み、将来の糧にして
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ほしいと願っています。 

 

これから先も持続的に成長する横浜の将来に向けて、皆様とご

一緒に市政を推進してまいりたいと思います。どうぞよろしくお

願いします。 




